G enkiLife

HmE: IRES A 2A5/14 v ¥R Y H 0—F Lk
H4 045 &S: APRab15175
HFE D&

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

AL
i

BaFE

RI&

B=FID

SwissProt ID
RER

Al

D9 ¥R S 0—F Ik

SEE

WB,ICC/IF,ELISA

Eb. Tyb. ¥UX

IEHIR

HKEIE

I9G

RUsn—+i

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

e

50% &) O—JL, 0.5% (FE5 > /o E, 0.02% Hi% 1 THEEI N £&¢ PBS &,
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:10000

35kDa

OR2A5/0OR2A14
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	製品名: 嗅覚受容体2A5/14ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab15175
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	応用
	抗原情報
	背景
	嗅覚受容体は鼻腔内の嗅覚分子と相互作用し、嗅覚の知覚を引き起こす神経反応を惹起します。嗅覚受容体タンパク質は、単一のコーディングエクソン遺伝子から生じるGタンパク質共役受容体（GPCR）の大規模なファミリーに属します。嗅覚受容体は、多くの神経伝達物質受容体やホルモン受容体と7つの膜貫通ドメイン構造を共有し、嗅覚シグナルの認識とGタンパク質を介した伝達を担っています。嗅覚受容体遺伝子ファミリーはゲノム中で最大のファミリーです。この生物の嗅覚受容体遺伝子およびタンパク質に割り当てられた命名法は、他の生物とは独立しています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：嗅覚受容体、類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。
	研究分野
	嗅覚伝達;
	画像データ
	

	OR2A5/2A14抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OR2A5/2A14 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

